
 

―写真展「被災から 10 年 
－UIFA JAPON の⾒た岩泉町復興への歩み」の巡回を通して 

―コロナ禍におけるまちづくりの活動 

UIFA JAPON（国際女性建築家会議 日本支部） 

⽀ 援 対 象 地 域 ︓ 全 国 各 地 

UIFA JAPON 全会員 

 

防災まちづくり意識の普及啓発活動 



　（１）活動地域の概況、特徴、まちづくりの課題など

巡回展を開催した各地域の概況、特徴、まちづくりの課題

活動対象の地域 人口（人）
世帯数
（世帯）

まちづくりの課題

東京都中央区 171,533 96,853
首都直下地震の可能性が大きい。高層化によって人口が急増。新住民が増えて住民同士の結束が弱
く、防災意識が薄れてきている。

東京都杉並区 571,919 325,403 首都直下地震の可能性が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

東京都世田谷区 918,504 491,009 首都直下地震の可能性が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

東京都豊島区 285,315 177,897 首都直下地震の可能性が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

東京都府中市 260,610 128,143 首都直下地震の可能性が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

神奈川県横浜市 3,778,263 1,768,631 首都直下地震の可能性・東海地震の影響が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

埼玉県さいたま市 1,330,988 621,235 首都直下地震の可能性が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

岩手県盛岡市 289,260 134,491 東日本大震災からの復興。

岩手県下閉伊郡岩泉町 8,671 4,330
東日本大震災の被災の概要；人的被害：死者13人（関連死を含む）、住宅被害：全壊177棟（う
ち流失80棟）、大規模半壊10棟、半壊13棟、一部損壊8棟
東日本大震災からの復興。2016年の台風10号の被災と生活橋の復興。

宮城県仙台市 1,066,113 529,216

東日本大震災の被災の概要；人的被害：死者904人（仙台市民以外の方を含む市内で死亡が確認さ
れた方）、住宅被害：全壊30,034棟、大規模半壊27,016棟、半壊82,593棟、一部損壊
116,046棟
東日本大震災からの復興。

愛知県名古屋市 2,327,819 1,125,478 東南海地震の可能性が大きい。住民の防災意識を高める必要がある。

プレゼンテーション資料

自然災害が多発している今日、写真展をひとりでも多くの人々に見てもらい、震災から10年が経過し薄れてしまう記憶を呼び覚まし、住民の絆の大切さや
防災意識を高め、まちづくりに活かしていく必要がある。巡回展なので、写真展が巡回した地域について記す。



（２）まちづくり活動の背景、契機、経緯など 

① 活動の背景と活動発足の契機、活動の概要 

◆UIFA JAPON は自然災害の被災地において「どこでもカフェ」、専門的知識を生かした「住宅相談会」を開催し、住民自らの手で復興の姿を記録す

る「だれでもフォトグラファ」を支援し、毎年 3 月 11 日に住民の撮影した写真による展覧会をひらいてきた。ところが、新型コロナウィルスの影響

で被災地に赴くことができない。そこで、東日本大震災の被災地のひとつ、岩手県下閉伊郡岩泉町で 10 年間に及ぶ活動の中で会員が撮った写真を集

めて写真展を開催し、岩泉町を応援すると同時に各地域の人々に復興の様子を知らせることを目的として、写真展を企画した。 

② 活動のその後 

◆写真パネル展を巡回させ、岩泉町はもとより、各地の男女共同参画センター、市役所・区役所のギャラリー等で開催。特に役所での開催は危機管理

室の防災課が共催を担ってくださって、防災まちづくり意識の普及啓発活動として、地域住民へ防災意識を高めるとこにつながった。また、地域住民

の絆の良さを改めて知ることとなった。 

 

（３）まちづくり活動の理念、目標、コンセプトなど 
① 理念 

◆安心して暮らせるまちにしたい！  

② 目標 

◆防災まちづくりの意識を広める 

◆住民の絆を深める 

 

（４）まちづくり活動の内容、特色、今後の展開など 
① 内容 

◆写真展を公共の施設等で開催。各会場でアンケートを取って、 

今後の活動に活かす。 

② 特色 

◆多くの人に見てもらうために、主として公共の施設等を会場 

とした。 

◆パネルは完全リモート会議で作成し、感染拡大を避けて、 

パネルだけを移動させ、各地で活動する UIFA JAPON のメン 

バーや各県の建築士会の協力を得て、小さい単位で設営を行う。 

このコロナの時代ならではの新しいスタイルの活動方法といえる。 

③ 今後の展開                                  

◆ひとりでも多くの人に見てもらえるよう行政や地元組織と連携 

を図りながら、さらに巡回展を続ける 

  

岩手県庁設営の様子（県の職員の方々も一緒に設営作業） 



（５）まちづくり活動の主体、組織、連携体制など 

◆活動主体：UIFA JAPON 

◆支援団体：各都道府県建築士会女性委員会等 

◆技術指導：パネルレイアウト 朝倉美恵子氏（東京都在住） 

◆助  成：中央区立女性センター「ブーケ 21」 

◆協力（会場提供など）：岩泉町観光協会、岩手県庁、府中市役所、 

男女共同参画センター横浜北、せんだい 3.11 メモリアル交流館、 

豊島区役所、在林館、杉並区役所、ものつくり大学、埼玉大学、 

男女共同参画推進センターWith You さいたま、岩手銀行長町支店、 

名古屋市地下鉄星が丘駅ギャラリー 

 

（６）まちづくり活動の費用、財源、収益など 

◆活動費： UIFA JAPON 会費より 

◆助成金：  中央区令和 2 年度男女共同参画事業団体支援助成 

◆収  益：  なし 

 

（７）まちづくり活動の成果、地域への貢献など 

◆写真展を多くの方に見てもらえた。 

◆首都防災ウィーク（8 月 29 日～9 月 5 日）で発表した。 

◆岩泉町への励ましのメッセージを届け、復興の後押しに 

つながっている。また、町では、小中学校にパネルを展示 

し、子どもたちに防災の大切さを伝えようとしている。 

◆防災まちづくりの意識を高めることにつながっている。  

 

 

 

 

 

                           

  

回答者の年代 

アンケートで寄せられた岩泉町へのメッセージ 

府中市役所 都市整備部の方たちと撤収を終えて 杉並区役所 1 階ホール展示の様子 

7 月末日までの 8 会場でのアンケート結果 

写真展の感想 




